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１．マグセイルと磁気プラズマセイル

太陽のエネルギーを利用するセイル推進としては、太陽光を利用す
るソーラーセイルが有名ですが、「太陽風」を利用するのが、磁気
セイルです。マグセイルは、太陽風を宇宙機のつくる人工的な磁場
で受け止める事で、太陽から離れる向きに宇宙機を加速させます。
マグセイルによって宇宙機に必要な推進力を得るためには、非常に
大きく強い磁場が必要ですが、宇宙機に搭載可能な電磁石のサイズ
と性能には限界があります。このため、Fig.1のように電磁石の作
る磁場（帆）をプラズマ噴射によって大きく拡げて推進力を得る磁
気プラズマセイル（MPS）がWinglee博士によって考案されました。

プラズマセイルWGでは、MPSのアイディアを更に拡張することで、
太陽系外惑星やそれ以遠の天体へのミッション期間を大幅に短縮す
る事を目標に、必要な基礎研究と技術開発を進めています。

磁気プラズマセイル(MPS) MPS木星探査機のイメージ

２．磁気プラズマセイル(MPS)木星探査機とMPS小型実証機の検討

MPS木星フライバイ探査機の概念設計を実施し、そのエッセンスを技術実証するための小型科学衛星（MPS実証機）を提案しています。

プラズマセイルWGでは，外惑星探査ミッションや脱太陽系ミッションを、中規模・低コスト・短期間で実現するための
新しい推進システムの研究とその実証機の開発を進めています
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４．超電導コイルシステム要素技術の開発

超伝導コイルと超伝導コイル電源等、宇宙機搭載用コイルシステムの詳細設計
と、システム軽量化・低電力化に必要な技術要素を開発しています。

３．MPSの推力特性に関する研究

地上実験シミュレータ/数値シミュレータによる1~20NクラスMPSの推力
特性評価を実施中です。


